
入阿毘達磨論の註釈書について

百 濟 康 義

は じめ に 『入 阿 毘 達 磨 論 』 の註 釈 書 は, 日本 人 に よ る釈 を別 に す れ ば, チ ベ

ッ ト訳 完 本 で残 る著 者 不 明 のSarasamuccaya nama Abhidharmavatara-ika), さ

らに トカ ラ語AとBに よ る書 名 ・著 者 不 明 の 註 釈 書 断 片 計4葉, す なわ ちToch.

A No. 384-3862)とToch. B No. 1973)の 存 在 が 知 られ てい る にす ぎ ない。

筆 者 は この ほ ど ウ イ グル 訳 仏 典 中 に も 『入 阿 毘 達 磨 論 』 の註 釈 書 断 片 が7葉 存

在 す る こ と を見 出 した。 これ ら ウ イ グル 字 資 料 の ロ ー マ字 転 写 翻 訳 ・語 彙 等 の

研 究 は近 い 将来 発表 の 予 定 で あ る。 本 稿 では, これ ら新 資 料 の 紹 介 と これ に絡 む

若 干 の 問題 に つ い て 拙 見 を記 した い。

ウ イゲ ル 字 資 料 7葉 の うち4葉 は, 筆 者 が1979年10月 ス トッ ク ホル ムの 民

族 学 博 物 館 所 蔵 の ス ヴ ェ ン ・ヘ デ ィ ン将 来 ウ イ グル 写 本 を調 査 中 に発 見 した もの

で あ る。 これ ら写 本 に は整 理番 号 が 与 え られ て い ない の で, 本 稿 で は筆 者 が 報 告

書 と して作 成 提 出 した仮 目録4)に 従 つ て 説 明 す る こ と に す る。 略 号H(edin) Ms.

ま た残 余 の3葉 は, 羽 田 亨 氏 に よつ て 撮 影 ・保 管 され て い た ウ イ グル 写 本 の写

真 集 に 見 出 した もの で, 現 在 の 所 蔵 地 ・所 蔵 者 な どは 不 明 で あ る。 これ らの 写 真

資 料 を利 用 し得 た の は, 羽 田 明, 小 田 寿 典 の 両 氏 の 御 好 意 に よ る もの で あ る こ と

を記 し, 感 謝 の 意 を表 わ した い。 略 号H(aneda)Photo.

上 記7葉 の 写 本 の 外 形 的 特 徴 と, 引 用 註 釈 さ れ る 玄 斐 訳 『入 阿 毘 達 磨 論 』(T.

N0. 1554, Vol. 28. p. 980b-989a)中 の 平行 文 の所 在 を記 せ ば 次 の 如 くで あ る。 略 号

R.=表, V.=裏。

(1)H. Ms. No. 2132. 9×21. 6cm. 冊 子 型 紙 本 ・完 葉。 ウ イグ ル字 草 書 体。

問, 答 な どの 漢 字 混 入。R. 17, V. 18行。 葉 番 号:「 十 一 」。V. 1-2=p. 980b23

〔敬 禮 一切 智, 仏 日無 垢 輪 〕

(2)H. Ms. No. 2214. 8×34. 7cm. 貝 葉 型 紙 本(紐 通 し穴 な し)・ ほ ぼ完 葉。

ウ イ グ ル 字楷 書 体。 論 日, 解 日 な どの 漢 字 混 入。R. 44, V. 44行。 葉 番 号: sip

lun banqi toquz qirq〔 入 論: 第1(巻), 39(葉)〕。V. 11-12, 18-21, 33-35,

44=p. 981b5-8〔 如 是 八 種……不 律 儀 者, 謂 諸 屠 兄 〕

(3)H. Ms. No. 23 14. 6×34. 6cm. 貝 葉 型 紙 本(紐 通 し穴 な し)・完 葉。 ウ イ
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入阿毘達磨 論 の註釈書 につい て(百 濟) (73)

グル 字楷 書 体。 論 日, 解 日な どの 漢 字 混 入。R. 49, V. 49行。 葉番 号: ikinti bir

ygrmi〔 第2(巻), 11(葉)〕。R. 2-7, 15-19, 21-46=p. 982c26-983a10〔 慢 結 者

……総 名 慢 結 〕

(4)H. Ms. No. 24 14.1×34.7cm. 貝葉 型 紙 本(紐 通 し穴な し)・ 完 葉。 ウ イ

グル 字 草 書 体。 論 日, 解 日な ど の漢 字 混 入。R48, V. 44行。 葉 番 号:「 入 論 巻

中 十 一 葉」。R. 39-43, V. 2-7, 26-32=p. 982c21-26〔 結有 九種 ……是 名 悉 結 〕

(5)H. Photo. No. 20 寸法 不 明。 断 片(中 央部)。 ウイ グ ル 字草 書 体。 論 日,

解 日な どの漢 字 混入。R. 19, V. 19行 残 存。R. [20. 2]4-5, 16-18=p. 981a35).

(6)H. Photo. No. 25寸 法 不 明。 断 片(右 端)。 ウ イ グ ル 字草 書 体。 論 目,

解 日な どの 漢 字 混 入。R. 12, V. 12行 残 存。R. [25.2]5-7=p. 982a286). M[25.

1] 4-9=p. 982b3-46>.

(7)H. Photo. No. 28 寸 法 不 明。 貝 葉 型(紐 通 し穴 と円形 あ り)・断 片(左 端)。

ウ イ グル 字 草 書 体。 論 日, 解 日な どの 漢 字 混 入。R. 25, V. 25行 残 存。 葉 番 号:

「入 論 下 ///」。R. [28. 2]2-6, 24-25=p. 985c11-127). V. [28. 1]6-9, 16-17,

24-25=p. 985c14-167.

論 説

A) チ ベ ッ ト語, トカ ラ語A・B, ウ イ グル 語 で残 存 す る註 釈 書 の 内容 の 相 互

関 係 に つ い て 言 え ば, (1)ト カ ラ語 註 は, 先 ず 『入 阿 毘 達 磨 論 』 よ りサ ンス ク リ ッ

トで短 文 あ るい は 術 語 を引 用 し, 次 に それ を トカ ラ語 に翻 訳 し, 続 い て トカ ラ語

で そ れ に註 釈 文 を加 え る とい う三 段 の 様 式 を採 つ て い る。 この サ ン ス ク リ ッ ト引

用 文 に よつ て 明 らか な所 釈 の本 文 は, A註 が 行 句 義 中の 慧 ・尋 ・伺 ・放 逸 ・不 放

逸 ・厭 ・欣 ・軽 安 ・不 害 ・漸 の 部 分((T. p. 982a, b), B註 が 受 句 義 の 昌頭 部 「受

句 義 者, 謂 三種 領 納……能 為 愛 因 故 名 受 」(T. p. 981c8-11)で あ る。 これ ら トカ

ラ語A・Bに よ る註 釈 文 をチ ベ ッ ト訳Srasamucccayaと 比 較 す るに, 註釈 内 容 は

一 致 しな い。(2)ウ イ グル語 註 は, チ ベ ッ ト訳Sarasamuccayaと 部 分 的 に 対 応 す

る個 所 もあ るけ れ ど も, 全 体 的 な一 致 を認 め る こ とは で き な い。(3)ト カ ラ語A・B

註 と ウイ グ ル語 註 は, 残 存 す る註釈 部 が 異 な るた め 比 較 す る こと が で き ない。(4)

故 に現 在 の と ころ, チ ベ ッ ト語, トカ ラ語A・B, ウ イ グル語 の 註 釈 書 間 に相 互 の

一致 関係 ～同 一 の 典籍 で あ る とい う証 跡 を見 出す こ と は で き ない。

B) ウ イ グル 字 資 料7点 の うち(1)を 除 く余 の6点 は, 文 体, 翻 訳 様 式, 写 本

の 外形 的特 徴 及 び 葉 番 号 の 検 討 か ら判 断 し て, も と も と 同一 の ウ イ グル 語 原 典 に

起 原 す る もの と考 え られ, これ ら6点 は(2)-(3), (4), (5)-(6)-(7)の3種 の異 写
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(74) 入阿毘達磨論の註釈書について(百 濟)

本から成つていると認められる。資料(1)は, 問答体で記述されてい る点 と文中

に記入 された漢字のほとんどがウイグル語で訓読されている点(論 説D(3)の例文を

参照せよ)に 特異点がある。 しかしその問答体が 「解 日」で始 まる註稗文の一部

と想定 した場合(『倶舎論実義疏』ウイグル訳本では 「釈日」で始まる註釈文中で問答が

なされるのは通例のことである), また比較的後期の書写になる仏典では簡単な漢字

はそのままウイグル読みされる傾向にあることを考えれば, 他の6点 と同じ論書

の後期の異写本 とすることは十分に可能である。筆者は現在の と ころ(1)を 第4

の異写本 と考えている。上記7点 の各資料の書写年代等については, これを決定

するに足 りる証跡は見つかつていない。

C)上 記のウイグル語資料はすべて漢文の原典より訳出されたものであ る。

この こ とは次 の諸 点 よ り確 認 され る。(1)資 料(2)～(7)は い ず れ も 「論 日」 と漢 字

で記 し『入阿毘達磨論』の論文を引用翻訳 した後に, 「解 日」と漢字で記し釈文が

訳 されている。(2)註5-7で 例示する如 く, 時には 「論日」「解 日」の直後 に論文

の一部が漢字で引用 され ることもある。(3)さらに資料(2)で は 「解 臼」で始 ま る

釈文中に正学律儀に関 して'す なわ ちvinaya-karikaで 説 く'と 述 べ, 漢字で

「不濁在道行」と記し, 続いて二偶十二行が引用翻訳されているが(H.Ms. N0. 22,

R. 25-36), これ らの偶 は 『根本有部百一鵜磨』(T. Vol. 24, p. 461a, p. 596b)な ど

に見出される 「不独在道行, 不独渡河水, 不故触男子, 不与男同宿, 不為媒嫁事,

不覆尼重罪」「不捉於金等, 不除隠処毛, 不掘於生地, 不壊生草木, 不受食不喰,

曾触不応食」 と全同である。(4)資料(1)は 「問」「答」と漢字で記して始 まる問答

体で書かれており, 文中にはこの他に 「喩」「智」「仏」「礼」「如是」など多数の

漢字が引用されてい る。(5)上記4点 で例示 した本文中の漢字は, それが 「論 日」

の論文部の一部であれ, 「解 日」の釈文部の一部であれ, もともと中国語 の原典

に存在 していたもので, ウイグル語訳の際に'見 出し語'的 な役割 で ウイグル訳

文中に引用 され, 書写されてきたものと考えられる。

D) では, 当面するウイグル語訳の原典となつたその漢文のテクス トとは ど

のようなものであつたか。

(1)  巻数に関 しては葉番号の記事, す なわ ち資料(2)「 第1(巻)」, (3)「第2

(巻)」, (4)「巻中」, (7)「(巻)下 」を考慮すれば, この註釈書 は, 所釈 の 『入

阿毘達磨論』上下二巻に対 して, 上中下の三巻本であつたことが判明する。

(2)  書名に関しては同じく葉番号の記事, すなわ ち資料(4)「 入論」, (7)「入

論」の漢字による書名と, 資料(2)に 見 られるウイグル字 蓉ip lunが 同じく'入論'
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入阿毘達磨論の註釈書について(百 濟) (75)

〔中古音hepuen〕 の音写であることよりすれば, この註釈書が 『入論』なる

論名あるいは略称を有 していたことは明らかである。

(3)  著者に関 しては資料(1)申 の帰敬偶解釈の次の文が手が かりとなろ う。H.

Ms. No. 21 R. 17-V. 5:

[R・17]問 上-ki二patak-lad7, ka[V. 1]vibakdi, lf Samaza ygrg

ol titi, 何 二patak-lar-nf ka, vibakdi, li sama za yrar, 答 aγir-in [2]

ayaγ-in yukunmn tal bilga bilig-ka, 仏-liγ 日 tngri-ka kkir-siz arγtilgan-

lig-ka tigci bo 二patak[3]-lar-hi, ka, vibak, hγ-sama za yrgk ol,

問 今munda mitir-a-gupti師bo礼 slok-ni, (ka vibak[4]-ti uza ygrp, lfγ

samaz uza ygrmasar nagu munn qada bolur arti, 答sikantili師tngri仏

-qa yukun-mis bolmaduq, [5]tukal bilga bilig-ka yukunmis bolur arti,

[R. 17〕 問。 上 の二 句 を 与[V. 1]格[Dative mhakti]・ 有(財)釈[Bahu-

rzhi sasa]に よ つ て釈 す べ し と言 つ た。 何 の二 句 を与 格 ・有(財)釈 に よ

 つ て釈 す か。 答。 「尊[2]敬 を もつ て我 は礼 す。 一 切 智 に, 仏 な る 日 天 に, 無

 垢 な清 き輪 あ る者 に 」8)とい う この二 句[3〕 を 与 格 ・有(財)釈 に よ つ て 釈 す

べ し。 問。 今 こ こでMitra-gupta師 が この 礼 偶 を 与 格[4コ に よ つ て 釈 し, 有

(財)釈 に よつ て釈 さな け れ ば, ど の よ うな過 失 が有 つ た か。 答。Skandhila師

が 天 な る仏 に未 だ礼 して は お らず, 〔5］一 切 智 に礼 した こ とに なつ た。

本 文 は この あ と も帰 敬 偶 中 の サ ンス ク リッ トの 格 と複 合 語 の解 釈 を続 け る。 ま

ず この註 釈 文 に 見 出 され るsikantili(V. 4, 10, 11)及 びsikandili (V. 6, 8)は, ウ

イ グ ル訳 仏 典 に お け るサ ンス ク リッ ト語 音 写 に 関 す る一 般 的傾 向 この 場 合,

語 頭 の 二重 子 音 を避 け母 音 を介 在 させ る, -a終 止 の 人 名 な ど は-iで 表 わ す, 帯

気 音 を特 別 に表 記 せ ず無 気 音 で表 わ す, t, dは 交 替 し得 る な ど-を 考 えれ ば, 

skandhilaと 復 原 す る こ とが 可 能 で あ る。 この ウ イ グル 語 形 は, 周 知 の 如 く 『入

阿 毘 達 磨 論 』 の著 者 「塞 建 地 羅 」～「塞 建 陀 羅 」 か ら一 般 に推 定 され て い るサ ンス

ク リ ッ ト語 形Skandhila9)を 支 持 す る もの で あ る。 少 な くと も他 の 推 定 形Sugan-

dhara9)は, 第1と 第3音 節 の 母 音 の相 違 並 び に-1-音 の存 在 か らす れ ば支 持 し得

る もの で は な い。

ま たmitir-a-gupti(V. 3, 11)な る語 形 は, サ ンス ク リッ トのMitra-guptaに 復

原 す る の が最 も自然 で あ る と考 え られ る。 この人 物 は上 記 の例 文 で は第3人 称 で
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(76) 入阿毘達磨論の註釈書について(百 濟)

表現されているけれども, ウイグル訳仏典 特にその論書 にあつては著者

～註釈者をも第3人 称で訳し説明する傾向があるから, このMitra -guptaが 当面

する註釈書, 少なくとも資料(1)の 著者であつたことは明らかである。

E) しかしながら, 『入論』なる書名あるいは略称を有する三巻本の註釈書が

存在したとい う記録も, またMitraguptaな る人物が 『入阿毘達磨論』に註釈 し

たとい う記事もいまだ見出せない。筆者はこの理由をいわゆる中原未伝仏典の一

例 として解釈 しようとしている。

すなわち, Mitraguptaな るインド系学者による 『入阿毘達磨論』の註釈 書は

中国仏教圏に持たらされ玄婁以後の時代10)に三巻本 として漢訳されたことがあ り,

この漢訳本からやがてウイグル語訳本が敦燈～トルファン地域で造られた。 ウイ

グル訳本は書写が重ねられ幾つかの写本は今 日まで断片的に残 り得たけれども,

当の漢訳本は中国本土に未伝のまま, あるいは伝わつたとして も大蔵経に未収の

まま散失してしまつた, と想定するものである。

この想定は類例を欠 くものではない。敦煙～トルファン地域出土の仏典で中原

未伝の漢本の事例をあげれば枚挙にいとまがない(例 えば大正蔵85巻 所収の数多く

の仏典を見よ)。問題をウイグル訳本でも存在するアビダルマ論書に限って 『阿毘

(達磨倶舎論実義疏』で例示すれば, このSthiramati作 の倶舎論註 も玄婁以後に

漢訳 され, さらにウイグル語へ重訳されたことは確かであつて, 敦燈の書窟から

は, その漢訳本からのウイグル訳本断簡(230丁7015行 分残存)が, 漢訳本の抄本

(大正蔵29巻 所収 『倶舎論実義疏』)と ともに発見されている事実がある。また筆者

がすでに発表 した心所五十二法を説 く特異なアビダルマ論書や未知の倶舎論頽註

のウイグル訳本の断片 も11), 中国語本を原典とした訳本であつても原本が見当ら

ず, 当面する 『入阿毘達磨論』註 と同様の事例として挙げることができる。

要結 Skandhila著 『入阿毘達磨論』へのMitra-guptaな る学者による註釈書

の存在 したことが, その漢訳本(三 巻本。未伝!)を 経て重訳されたウイグル訳本

の検討から, 明らかになつた。

1) Chos mason pa la hjug pa rgya cher hgrel pa snip po kun las btus pa shes
bya ba(東 北No. 4097, 大 谷No. 5598).

2)井 ノ ロ泰 淳 「トカ ラ語 の 仏典 」, ii. Abhidharmavatara-prakarana註 断 片, 『西域 文

化 研 究 』Vol. IV(1961)〔 別冊 〕p. 336-342.

3) 百 濟 康 義 「トカ ラ語Bに よ る ア ビダ ル マ論 書 関 係 の断 片 に つ い て-I. Abhidhar-

mavatra-prakarapa註-」v『 龍 谷 大 学 仏 教 文 化 研 究 所紀 要 』No. 13 (1974)p. 21-

35.
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入阿毘達磨 論の註釈書 について(百 濟) (77)

4) Kogi Kudara, A provisional catalogue of Uigur manuscripts preserved at the

Ethnographial Musun of Swmn, (未 出版)。

5)[R4](qaltl sav)ilig-ta ulatMar〔5](-ning un-i arur) [16]論 日 後 所 生 者

(kinki) [17)-sintin qayu turmis-i-ning ad(i bolur tud) [18]-yaq-siz mxabut til-
dar-li r///

=謂 語 手 等 聲。 後 所 生 者 名 無 執 受, 大 種 爲 因。

6)[R5]論 日信 謂 令 心[6](kirtg arsa)r kim kgngg aqanγu-arda[7]

(amiurdai sz)-dai artip, 解 日. [V4]kirtgunmak burxan-qa tuyunm-

aq/// [5] kirtgunmak nom-qa, arur adgu tip/// [6] bursang quvrar-qa, arur yig

s(orancir)/// [7] tip, kirtgunmak alqu tars az(aq)/// [8] asruluq bolmis tildar-

tin tur/// [9] tozin, bo arur kirtgtinc-nung///
=信 謂令心於境澄嘩……信佛讃薔提信法是善読信僧具妙行。亦信一切外道所迷。縁

起法性是信事業。

7) [R2]/// bogUndurtaci amgak-ig [3]/// (tirgi)n-ig mn tarqaru tukadtim, [4]///
tukatim, yol-uγmn birunu[5]///(u)γur za avrildai ai[6]///tip, 解 日苦 我

已 知[24]///論 日有 光漏///[25]///arsar///. [V6]論 日此 後 二 智bo kin(ki)///

[7]yinrmak isamak ygr(g)///(toz)[8]-lug arrnaz, adin-lar kgngal///[9]

korum tozhg arur, 解 日[16](論 日)蝕 六adin alti bilga bilig///[17]///

kram armaz tzg arr tip,/// [24]///論 日 yilayu///[25]/// (a)din-lar

ko(ngiil)///

=苦 我 已 知, 集 我 已 断, 滅 我 已 誰, 道 我 已修。 蓋 行 相 韓 名 蓋 智。 有 無 漏. 此 後 二

智 不 推 度 故 非 見性, 他 心 智 唯 見 性。 鯨 六 智 通 見 性 非 見 性, 世 俗 智 唯 有 漏。 他 心 智 通

有漏 及 無 漏。

8)Ch. 敬 禮 一 切 智 佛 日無 垢 輪=Tib. thams cad mkhyen hid dkyil hor dri

med pa/sans rgyas ni ma de la phyag htshal tof

9)Skandhila, Sugandharaに 関 す る最 新 の論 究 と して は, M. Van Velthem, Le trait

de la descente Bans Za profonde loi(Abhidharmdvatarasastra)de Z'Arhat Skan-

dhila, (Louvain 1977)p. VII-XIIを 見 よ。

10)論 説Cで 述 べ た如 く, 「論 日」 で 引 用 され る論 文 は 玄 婁 訳 『入 阿 毘 達磨 論 』 の そ れ

で あ る こ と に 由 る。

11)百 濟 康 義 「五 十 二 心所 を説 く ウ イ グル訳 ア ビ ダ ル マ 論 書 断 片 」『印 仏 研 』26-2,

「ウ イ グ ル訳 『倶 舎 論 頒 註 』 一 葉 」 『印 仏研 』28-2.

(龍 谷 大 学 講 師)
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